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琵琶湖の生物多様性 

地球上の湖沼の大部分は、過去1万年以内に形成されたものです。しかし、中には10万年以上前に形成

された、例外的に長寿命の湖沼があります。これを「古代湖」といい、世界に20湖沼しかなく、琵琶湖

もその1つです。 

古代湖にすむ水生生物は、周囲の水系から隔離さ

れ、何万年もの年月をかけて独自の進化を遂げるこ

とがあります。そのため古代湖では、その湖にしか

みられない「固有種」が多いという特徴がありま

す。琵琶湖では2,200種以上の水生生物が確認されて

おり、うち64種が固有種です。その中でも、貝類が

29種、魚類が17種と多くなっています。固有種を含

む、これほど多くの水生生物が琵琶湖でみられるこ

とは、面積約670km2という琵琶湖の広さだけでな

く、浅い沿岸帯から最大水深約104mまでの深底帯、

湖岸では砂浜や礫浜、岩石帯、ヨシ帯など、多様な

景観や環境の存在が支えていると考えられます。 

琵琶湖では、1960年代後半から高度経済成長に伴う水質の富栄養化が顕著になり、淡水赤潮やアオコ

が発生するようになりました。このため、下水道の整備や多面的な排水対策がとられ、現在では富栄養

化は抑制されています。しかし、水質が改善したにもかかわらず、在来魚介類の減少が続いており、特

にシジミ類などの貝類の減少が著しくなっています（図1）。滋賀県レッドデータブックでは、在来魚介類

の減少要因として、水質の富栄養化よりも、湖岸改変、水位操作、外来魚などが多く指摘されています。

つまり琵琶湖では、水質の課題よりも生態系の課題の方が重要になってきたといえます。 

本稿では、琵琶湖の生物多様性と生態系をめぐる課題のうち、浅い南湖における沈水植物（水草）の増

えすぎと、北湖の深い湖底における溶存酸素濃度（DO）の低下（貧酸

素化）を例に、湖底にすむ底生動物への影響について紹介します。 

南湖における水草の増えすぎ 

沿岸帯の水草は、さまざまな生物の生息・生育の場となります。し

かし、水草が増えすぎると、底生動物の生存を脅かすことが分かって

きました。 

琵琶湖南湖では、1990年代後半から水草が増え始め、2000年代には

夏になると南湖の全域を覆い尽くすほどになりました。その後、2010

年代からは増減の変動が大きくなっています。あまりに水草が増えすぎると（図2）、湖水が動かなくなり、 

環境の変遷と動植物への影響 
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図1 琵琶湖の漁獲量の変遷 
近畿農政局滋賀農政事務所、農林水産省のデータより作成 
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酸素が水面から湖底まで運ばれに

くくなります。また、水草は水面

付近では光合成によって酸素を出

しますが、湖底付近では水草自身

の陰によって十分な光が届かない

ため、光合成で作るより多くの酸

素を呼吸で使ってしまいます。湖

底付近のDOが低くなると、底生

動物は呼吸できなくなり生きてい

けません（図3）。 

2011年から2022年までの毎年8

月に、南湖の9地点で、水草の量

と湖底の底生動物の生息密度を調

べた結果、水草が多いほど、底生

動物の中で最も多かった水生ミミ

ズ類の生息密度が低いことが分かりました（図4）。 

1970年代頃から南湖の湖岸に大量に飛

来し、「びわこ虫」と呼ばれるようにな

ったアカムシユスリカやオオユスリカの

成虫は、2000年代から急に減少しまし

た。これら2種の幼虫は、どちらも浅い

湖底の泥の中にすんでいます。「びわこ

虫」が減少した時期は、水草が増加した

時期と重なります。また、近年、水草の

減少が続いた際には、過去ほどではない

ものの「びわこ虫」の発生が目立ち、大

きな話題になることもありました。 

底生動物の生息環境だけでなく、生態

系や人の生活環境などの観点からも、水

草が多すぎず少なすぎない状態が望まれ

ます。水草の増減は予測困難ですが、滋

賀県では2010年に「水草対策チーム」を

設置して、南湖の水草繁茂状況などの調

査や、増えすぎた水草の除去や有効活用

などに取り組んでいます。  

琵琶湖北湖の深い湖底における貧酸素化 

琵琶湖北湖の今津沖に広がる水深約90mの湖底は､昼間でも暗黒で､水温は

年間を通して約8℃です。このような深湖底にすむ底生動物の種構成は、浅い

沿岸帯とは全く異なります。生息密度が最も高いのは、イトミミズなどの水

生ミミズの仲間です。他にも、固有種のビワオオウズムシとアナンデールヨコ

エビ（図5）がみられ、秋から冬にはスジエビが沿岸帯から移動してきます。 

深湖底のDOは、冬の全層循環によって最高となった後、春から秋は表層と

底層の水温差が大きく上下方向に水が混ざらないため下がっていきます。し

かし、2018年度と2019年度は2年連続で全層循環が未完了になったほか、近

年は9～10月といった早い時期からDOが極端に低下することが頻繁に生じる

図3 琵琶湖南湖における水草の増えすぎの影響イメージ 
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ようになりました（図6）。特に全

層循環未完了後の2020年にはビワ

オオウズムシやアナンデールヨコ

エビの生息密度が大きく減少し、

本稿時点でも全層循環未完了前の

水準まで回復していません。水生

生物の生息に支障がないDOの目安

とされる2mg/Lを下回る期間が長

くなり、多くの個体が死亡したと

考えられます。 

こうした深湖底の貧酸素化は、

猛暑や暖冬、降水の変化などの気

候変動と関連すると考えられま

す。そこで私たちは、気候変動が

琵琶湖の水質・生態系にもたらす

影響と適応策について、2023年度から研究を始めたところです。 

注 当記事は､2023年9月9日開催のおおつ市民環境塾｢琵琶湖の生物多様性とその保全｣の概要を講師に解説していただいたものです｡ 

 

大津市地球温暖化防止活動推進センターでは、大津市と連携･協働して、市

が目標とする2050年ゼロカーボンシティの実現に向け、「キッチンからカーボン

ニュートラルを目指そう！」をテーマに、「キッチンからごみの減量」に係る実

践取組事業を大津市の｢ごみ減量と資源再利用推進会議 女性懇話会｣ (以下女

性懇話会)の協力を得て、2023年度事業として実施しました。  

この事業は、女性懇話会の皆さんに、食品ロス削減をはじめとするキッチ

ンからのごみの減量に具体的に取り組んでいただくことによる実効性を期待

し、さらには地球環境を考え、行動変容につなげていただくことを期待した

ものです。 2023年度内に開催された4回の会合の初回で計画概要を説明。第2

回は、立命館大学食マネジメント学部天野耕二教授による「キッチンから考えるカーボンニュートラル」と

題した講演とともに、女性懇話会の皆さんには、キッチンからのごみの減量とエネルギー削減、さらにそ

の自己評価ついて取り組みと報告をお願いしました。約40日間にわたる取り組み結果については、第3

回・4回で女性懇話会において報告をし、また、天野教授からも講評をいただきました。表1は、女性懇

話会の皆さんを中心に報告いただいた216件の事例をシーン別に整理したものです。 

今後、この取り組みを広く市民の皆さんへ発信し、一人ひとりの行動変容に資することができればと

考えています。 

 

■ 「キッチンからのごみ減量に係る実践取組事業」について  

表 1  実践いただいた取り組みの概要 

シーン1：買い物時 シーン2：料理を作るとき シーン3：食事の時、後片づけの時 

買いすぎない プラ容器の削減 食材を使いきる 必要な量を調理 上手に保存 残った料理は 水･洗剤の節約 

★まずは､冷蔵庫･冷凍庫
等の食材を確認 

・買い物メモを作る 

・不足品確認のためメモ
を冷蔵庫に貼る 

・食材リストを作る 

・献立表を作る 

・携帯電話にメモする 

・ホワイトボードにメモ
する 

・買い物はマイバッグに
入る分だけ購入 

・野菜･果物はバラ売
り､包装されていない
ものを選ぶ 

・マイバッグに入れる
とき商品をポリ袋に
入れない 

・トレーに入った商品
より対面･真空パック
のものを選ぶ 

・2～3日分､もしくは
一週間分の献立を決
める 

・残った野菜は汁物や
炒め物にする 

・大皿に盛らない 

・一人ずつ食べきれる
量を盛り付ける 

・使いやすいよう人数
分に小分けして冷凍 

・野菜は湯がくなど下
処理してから冷凍 
または乾燥させる 

・保存した食品は日付
を記入して早めに食
べきる 

・残りものは保存容器
に入れて､翌日に食べ
る 

・早めに食べきれるよ
うに､冷蔵庫の見えや
すいところに置いて
おく 

・カレーなどは冷凍保
存する 

・汚れた食器は古布･古
新聞･使用済のキッチ
ンペーパー･ラップな
どで拭ってから洗う 

・食器はまとめて洗う 

・汚れの軽いものから洗
い､汚れのひどいもの
は水につけておく 

・洗い桶を使い､水を出
しっぱなしにしない 

・ぬるま湯で洗う 

・食洗機を使う 
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図 6 琵琶湖北湖（今津沖中央）における 2021 年度の底層溶存酸素濃度 
（滋賀県琵琶湖環境科学研究センター作成） 
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上記イベントの詳細は https://otsu.ondanka.net/ または https://eco-otsu.net/ をご覧ください。 

 データで見る 
温暖化 ⑯ 
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  No.10 
奥野みどり 
https://www.instagram.com/midori.window.of.opportunity/ 

 

■ 当センター主催一般参加イベントの報告 2023年11月～2024年1月 

野村氏    森野氏    山本氏   滝本氏 

https://otsu.ondanka.net/
https://eco-otsu.net/
mailto:info@otsu.ondanka.net
https://otsu.ondanka.net/
https://www.instagram.com/midori.window.of.opportunity/
https://www.youtube.com/watch?v=omC7WLMKOfo

